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『女の一生』の宴会場面に見るモーパッサンの描写技法一一『ボヴァリー夫人』との比較において
註
0）　本稿は1999年度日本フランス語フランス文学会関西支部大会（11月27日，関西学院大学）での口
頭発表の内容に加筆修正を施したものである。本論中の『女の一生』からの引用はGuy　de
Maupassant，　R伽απ∫，　Louis　Forestier　6d・，　Gallimard，　Biblioth6quc　de　la　Pl6iade，1987，『ボヴァリー
夫人』からの引用はGustave　Flaubert，ル1α4伽8βo凋ワ，　Gallimard，1972による。強調はすべて筆者に
よる。
1）　　『女の一生』の草稿研究では，Andr6　Vialによる加06η～∫84’観8痂（Les　Belles－Lettres，1954）が
名高い。本稿でも，『女の一生』の草稿に関する記述はこの論文に拠っている。
2）　　George　Bafaro，“La　genさse　4’槻8乙1ゴ8”in・4ηψ5656’7印8κ加5∫π7πη80ゴ8460妙46ル勉ψα∬αη’，
Marketing，1979，　p．153．及びF・restierの註（・ρ．・歪∫．，　p．1234）参照。
3）　Mariane　Bury，翫6乙1ゴ64θσ妙46ルfα吻∫∫αη’，　Gallimard，1995，　pp．81－82．　Bernard　Valette，0妙48
ゐ4αψα∬傭観8痂，PUF，1993，　p．24，　L・uls　F・restier，ψ．6ゴ’．，　p．1234，　p．1267参照。そのほか，ヴィアル
やフォレスティエはジャンヌの父親の財政状況が草稿より決定稿の方で悪化したことを理由の一つ
に挙げているが，パーティーの招待客の人数は逆に増えているので，これは十分説得的と言えない。
4）　市長，市長夫人，ジャンヌの母，ジャンヌの弟，司祭，司祭の弟，使用人。
5）　F・restler（・汐．6ゴ’．，　P．1234），　Bury（ψ．6ゴ彦．，　P．82）参照。
6）　一例を挙げれば，Ion　K．　Collas，λ4α4徽8βoむ鰐α仰6んαηα夢批磁伽g，　Droz，1985，　p．30．
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